
同社では従来も、部品物流に自動倉

庫（パレット系2台・格納数約800、ケ

ース系2台、同約4,000）を使用して

いました。ただ、導入後20年が経過し、

●クレーン速度が遅く入出庫に時間が

かかる、●部品の小型化が進み保管効

率が低下、●組立ラインへは中間スト

ックを設け部品を供給していたため、

在庫が重複し手間もかかる――、など多
くの改善すべき点を抱えていました。

今回導入したのは、パレット自動倉

庫「コンパクトシステム（CS）」とケー

ス自動倉庫「ファインストッカー

（FS）」。従来の設備を

撤去した場所へ、パレ

ット格納数を約半分

（1台・480）、ケース

格納数は約2倍（3

台・9,916）にして、最

適な格納数を確保しま

した。また、FSの荷捌

きには、新たに高速搬

送台車「ソーティング

ト ラ ン ス ビ ー ク ル

（STV）」を採用、2F・

3Fそれぞれに12のピ

ッキングステーション

を設けています。これ

により、保管目的の自

動倉庫から、タイムリ

ーな部品供給システム

に生まれ変わりました。

さらに、温度・湿度管理を施したFS

（1台・916）も同スペース内に導入。実

装前の基板保管に活用しています。

組立ラインの部品在庫は、2コンテ

ナ（セル箱）分を定量として1セル箱分

の部品が使用されると、セル箱のICタ

グを自動認識し補充要求が自動倉庫へ

送信されます。ピッカーは出庫された

コンテナから必要数量を配膳用のセル

箱へピッキング。セル箱は各組立ライ

ンへ無人搬送車により供給されます。

新しい部品物流システムにより、作

業人員を3分の1に低減、部品供給リ

ードタイムは大幅に短縮しました。

「部品の入荷から組立ラインへの供

給まで、セル箱を利用することで無梱

包化。これにRFIDを活用して管理精

度の向上、トレーサビリティの強化を

図るとともに、組立ラインの進捗に合

わせた部品供給を実現しました。付加

価値のない工程を自動化することな

ど、一連の改革により生産能力は約

50％アップしました」（生産技術部

部長　服部 俊康様）

（株）日立製作所殿（本社：東京都千代

田区）の情報・通信グループで、ストレ

ージシステムでは世界トップクラスの

シェアを誇るRAIDシステム事業部。中

核拠点である小田原工場（神奈川県小田

原市）では、生産ラインの合理化や部品

点数の削減・共有化率を高めるなど、

顧客や市場ニーズの変化に柔軟に対応

できる体制へと生産改革を行っていま

す。その一環として2008年8月、（株）

日立プラントテクノロジー殿と共同で、

自動倉庫システムを刷新するとともに

RFIDを活用した部品物流システムを構

築。入出庫作業の効率化と部品在庫の

適正化を実現しました。

データストレージ製品の生産ラインを合理化。
自動倉庫を活用して、タイムリーな部品供給を実現

FSとピッキングステーションを結ぶSTV。

3階のピッキングステーション。集品時にICタ
グを読み取り、ERP・MESへデータ転送する。

株式会社日立製作所
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■パレット／ケース自動倉庫を入れ替え、
新たに高速搬送台車も採用

■付加価値のない工程を自動化。
部品物流にかかわる人員を1/3に

1F

2F

3F
ピッキングステーション

入庫ステーション

入庫ステーション

入荷・検品エリア

高速搬送台車

高速搬送台車

高速搬送台車

パレット自動倉庫

ケース自動倉庫

ケース自動倉庫

温度20℃±5
湿度50％以下

ピッキングステーション

ピッキングステーション

組立ラインへ

組立ラインへ

レアメタルの保管に自動倉庫を導入。
業界屈指の物流拠点で、安定的な在庫・供給を目指す

点であった「1st 物流センター」（大

阪市此花区）と合わせて、2倍強の4

万5,000tを有するようになりました。

新センターはCSのほか、最新の放

射線検知ゲートやプラズマ切断機、各

種分析装置も装備。入荷から仕分け・
前処理・加工・梱包・保管・出荷ま
で、最短3日でスクラップ材を商品化

しています。

約23億円の総工費を投じた新物流

拠点の敷地面積は1万2,770㎡。メイ

ンヤード・ストックヤードに加えて、

3階建ての事務所棟などで構成してい

ます。CSは間口18ｍ、奥行き22ｍ、

梁下9ｍのスペースでストックヤード

に設置、スタッカークレーン4台、

390パレットを格納します。

リサイクル品はドラム缶、もしくはフ

レコンバッグに封入して取り扱います。

従来、ドラム缶は直接、フレコンバッグ

はポストパレットに積載して段積み保

管。入出庫作業はフォークリフトで行っ

ていました。CSの導入により、荷繰り

作業は不要となりスピーディな入出庫を

実現したことに加え、高層化で天井空間

をフル活用。ストックヤードの省スペー

ス化を図りました。さらに、コンピュ

ータ管理により在庫情報の精度は大幅に

向上しました。

「新センターは、経済危機に伴う急

激な市況低落の中 “嵐の中の船出”と

なりましたが、大局的にはレアメタル

の需要増という潮流は不変です。今こ

そスクラップ材の回収ルート拡大に一

層注力し、お客さまが新材を購入する

のと、ほぼ同等の量・時間で提供でき

る体制を構築していきます」（代表取

締役社長　藤田 國廣様）

自動車やハイテク産業に不可欠なレ

アメタル（希少金属）－－。ハイブリッ
ド車のモータ用焼結磁石に使われるネ

オジムは3年で6倍、ニッケルやコバル

トなども近年価格が急騰したのは記憶

に新しいところ。これらの資源を輸入

に依存している日本では、レアメタル

のリサイクルに注目が集まっています。

レアメタルの大手専門商社（株）メ

タルドゥ殿（本社：大阪市西区）は

2009年3月、神戸市中央区のポート

アイランドに業界最大規模のスペース

を誇る物流拠点、「新2nd 物流センタ

ー」を稼働。マテハン設備には、業界

に先駆けパレット自動倉庫「コンパク

トシステム（CS）」を導入しました。

スクラップから回収されたレアメタ

ルは、購入する特殊鋼メーカーにとっ

て一般的に新材より廉価。例えばニッ

ケルは10〜20％、コバルトでは30
〜40％程度、安く入手できます。た
だ、リサイクル品は大ロットほど単価

が高く、逆に小ロットほど低くなる傾

向があります。同社としては品質の高

さもさることながら、スクラップ材を

一定量確保・在庫し、リサイクル品を

スムーズに供給することにも注力して

います。

そこで、手狭となっていた旧2nd

物流センター（兵庫県尼崎市）に代え

て新2nd 物流センターを建設。年間

の取扱能力は、従来同社の中核物流拠

株式会社メタルドゥ

■取扱能力を年間4万5,000tに倍増

■リサイクル品の入出庫を迅速化。
在庫管理精度も向上

延べ床面積6,580㎡の新2nd 物流センター。屋根
には144枚のソーラパネルを設置している。

最大積載質量は1.5t／パレット、総格納能力は約600tのCS。パレットからはみ出したり、荷崩れし
そうなフレコンバックは、ポストパレット（左）に積載して格納する。
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